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書 

評

丸
山
泰
明
著

『
凍
え
る
帝
国　

八
甲
田
山
雪
中
行
軍
遭
難
事
件
の
民
俗
誌
』

重 

信
　
幸 

彦

一
、
出
来
事
の
「
民
俗
誌
」

本
書
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
一
月

に
、
青
森
歩
兵
第
五
聯
隊
第
二
大
隊
が
、
八
甲
田

山
中
で
雪
中
行
軍
訓
練
中
に
遭
難
し
、
最
終
的
に

一
九
九
人
が
死
ん
だ
出
来
事
が
、
時
代
に
規
定
さ

れ
な
が
ら
表
象
さ
れ
歴
史
化
さ
れ
て
い
っ
た
過
程

を
多
元
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

今
か
ら
十
年
以
上
前
、
評
者
は
知
人
の
案
内
で

雪
中
行
軍
に
関
係
す
る
場
所
を
め
ぐ
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
最
初
に
発
見
さ
れ
、
遭
難
を
伝
え
た
と
い

わ
れ
る
後
藤
房
之
助
を
モ
デ
ル
に
し
た
銅
像
が
立

つ
遭
難
記
念
碑
（
一
九
〇
六
年
建
立
）
の
ま
わ
り

は
、
駐
車
場
を
備
え
た
観
光
地
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、
歩
兵
第
五
聯
隊
が
ま
と
め
た
生
々
し

い
記
録『
遭
難
始
末
』（
一
九
〇
二
）の
復
刻
版
が
、

土
産
物
に
混
じ
っ
て
、
と
い
う
よ
り
土
産
物
の
一

つ
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
。
記
念
碑
が
観
光
地
化

さ
れ
、
記
録
が
土
産
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体

が
、
歴
史
化
さ
れ
た
出
来
事
が
行
き
着
い
た
一
つ

の
姿
を
示
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
は
こ
の
出
来
事
に
つ
い

て
、
新
田
次
郎
の
小
説
『
八
甲
田
山
死
の
彷
徨
』

（
一
九
七
一
）
や
、
そ
れ
を
原
作
と
し
て
製
作
さ

れ
た
映
画
『
八
甲
田
山
』（
一
九
七
七
年
公
開
、

監
督
・
森
谷
司
郎
、
脚
本
・
橋
本
忍
）
を
通
し
て
、

既
に
一
つ
の
知
識
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
映
画
公

開
時
に
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
繰
り
返
し
流
さ
れ
た
、

主
演
・
北
大
路
欣
也
の
「
天
は
わ
れ
わ
れ
を
見
放

し
た
」
と
い
う
台
詞
は
、
私
た
ち
に
、
こ
の
出
来

事
に
関
す
る
強
い
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
私
た
ち
が
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
、

あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
う
る
こ
と
自
体
が
、
単
に

一
冊
の
小
説
や
一
編
の
映
画
の
力
だ
け
に
よ
る
の

で
は
な
く
、
出
来
事
の
発
生
以
来
展
開
し
て
き
た

歴
史
化
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
解
き
明
か
し
て

い
く
。

第
１
章
か
ら
第
６
章
ま
で
、「
出
来
事
と
そ
の

死
者
が
、
空
間
的
お
よ
び
時
間
的
に
伝
達
さ
れ
記

憶
さ
れ
て
い
く
「
距
離
」
の
大
き
さ
」
を
反
映
さ

せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う（
同
書
二
三
頁
）

が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
こ
の
構
成

を
な
ぞ
ら
ず
に
、「
時
代
性
」「
メ
デ
ィ
ア
」「
顕
彰
」

「
美
談
」「
慰
霊
」
そ
し
て
「
靖
国
」
と
い
う
、
本

書
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
補
助
線
に
留

意
し
な
が
ら
内
容
を
紹
介
し
、
最
後
に
副
題
に
掲

げ
ら
れ
た
「
民
俗
誌
」
と
い
う
方
法
／
態
度
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
遭
難
か
ら
「
美
談
」「
顕
彰
」
へ

日
清
戦
争
を
経
て
、
朝
鮮
半
島
と
遼
東
半
島
を

め
ぐ
り
ロ
シ
ア
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
日
本
は
、

対
ロ
シ
ア
戦
を
想
定
し
た
寒
冷
・
積
雪
下
で
の
軍

事
活
動
に
関
し
て
研
究
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
。
雪
中
行
軍
は
、
そ
う
し
た
な
か
で
計
画
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
、
近
代
的
技
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術
者
集
団
で
も
あ
る
軍
隊
に
と
っ
て
、
単
な
る
訓

練
の
場
と
い
う
よ
り
、研
究
と
実
験
の
場
で
あ
り
、

こ
の
遭
難
事
故
は
、
当
時
の
「
帝
国
日
本
」
の
置

か
れ
た
「
時
代
性
」
に
規
定
さ
れ
て
起
き
た
の
で

あ
る
（
第
１
章　

雪
中
行
軍
の
歴
史
的
背
景
と
遭

難
の
衝
撃
）。

一
九
〇
二
年
一
月
二
十
三
日
午
前
六
時
半
に

出
発
し
た
歩
兵
第
五
聯
隊
雪
中
行
軍
隊
二
一
〇

名
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
露
営
地
の
田
代
温
泉
に

到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
行
軍
隊
は
田

代
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
二
十
四
日

に
は
第
五
聯
隊
に
よ
る
救
援
活
動
が
開
始
さ
れ
、

二
十
七
日
に
、
最
初
の
生
存
者
で
あ
る
後
藤
房
之

助
伍
長
が
仮
死
状
態
で
発
見
さ
れ
、
行
軍
隊
の
遭

難
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
遭
難
は
、
一
九
〇
二
年
と
い
う

時
点
で
は
最
新
の
通
信
手
段
で
あ
っ
た
電
信
と

い
う
「
メ
デ
ィ
ア
」
に
よ
り
中
央
の
官
庁
や
軍
隊

に
報
告
さ
れ
、
ま
た
新
聞
社
の
通
信
員
を
通
じ
て

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
青
森
と
東
京
の

間
に
、
電
信
線
が
引
か
れ
た
の
は
一
八
七
四
年
の

こ
と
で
あ
り
、こ
の
出
来
事
は
、こ
う
し
た
メ
デ
ィ

ア
の
歴
史
の
な
か
で
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
（
第
１
章
）。

当
時
既
に
全
国
的
に
通
信
員
を
駐
在
さ
せ
、
電

報
に
よ
り
情
報
を
収
集
す
る
体
制
を
整
え
て
い

た
「
東
京
朝
日
新
聞
」
は
、
在
京
紙
の
な
か
で
は

い
ち
早
く
「
二
十
六
日
青
森
発
」
と
し
て
雪
中
行

軍
の
遭
難
の
可
能
性
を
伝
え
て
い
る
（
第
１
章
）。

そ
の
約
二
〇
〇
名
の
凍
死
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、

人
々
に
衝
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、「
惨
事
へ
の

好
奇
心
」と
い
う
大
衆
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
た
。

特
に
、
新
聞
が
伝
え
た
惨
事
を
め
ぐ
る
美
談
や

逸
話
は
、「
ジ
オ
ラ
マ
」「
幻
灯
」「
演
劇
」「
生
人

形
」「
映
画
」
な
ど
の
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で

改
め
て
可
視
化
さ
れ
、
出
来
事
に
関
す
る
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
演
出
さ
れ
て
い
っ
た
（
第
３
章　

惨
事
へ
の
好
奇
心　

―
見
世
物
か
ら
映
画
へ
）。

そ
し
て
、「
天
は
我
々
を
見
放
し
た
」
と
い
う
台

詞
と
と
も
に
私
た
ち
の
記
憶
に
刻
ま
れ
た
あ
の
映

画
も
、
こ
う
し
た
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
表

象
さ
れ
て
き
た
「
出
来
事
」
の
延
長
上
に
在
る
可

視
化
の
装
置
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
。

一
方
、
一
月
二
十
八
日
に
青
森
憲
兵
分
隊
長
名

で
東
京
の
憲
兵
司
令
官
宛
に
発
せ
ら
れ
た
電
報
に

よ
っ
て
、
時
の
陸
軍
大
臣
・
児
玉
源
太
郎
に
遭
難

の
報
告
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
段
階
か
ら
、
約

二
〇
〇
名
の
遭
難
死
の
意
味
づ
け
を
め
ぐ
る
国
家

の
政
治
が
発
動
さ
れ
る
（
第
２
章　

陸
軍
と
政
府

の
対
応
、
地
域
社
会
の
反
応
）。
報
告
を
受
け
た

児
玉
大
臣
は
「
凍
死
者
は
総
テ
戦
死
者
同
様
タ
ル

ヘ
キ
事
」
と
い
う
方
針
を
た
て
、「
歩
兵
第
五
聯

隊
遭
難
ニ
関
ス
ル
取
調
委
員
会
」
を
組
織
し
、
遭

難
死
に
対
す
る
処
遇
と
慰
霊
の
方
向
性
を
決
め
て

い
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、

一
九
〇
二
年
三
月
に
は
勅
令
に
よ
り
、
戦
死
の
場

合
と
同
様
に
一
時
金
の
支
給
と
、
官
費
に
よ
る
埋

葬
費
の
支
給
が
決
め
ら
れ
た
。

特
に
「
戦
死
ト
同
様
ニ
」
と
い
う
方
針
は
、
早

い
段
階
か
ら
天
皇
と
い
う
近
代
の
ま
な
ざ
し
に

よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
天
皇

は
遭
難
の
報
が
上
奏
さ
れ
る
と
侍
従
武
官
を
現
地

に
派
遣
し
、遭
難
死
し
た
兵
士
を
「
戦
死
者
同
様
」

に
扱
う
よ
う
に
と
い
う
「
叡
旨
」
を
伝
え
た
。
そ

し
て
天
皇
か
ら
、
兵
士
の
階
級
ご
と
に
祭
祀
料
が

下
賜
さ
れ
、
皇
后
か
ら
は
凍
傷
で
四
肢
を
失
っ
た

兵
士
に
義
手
義
足
が
下
賜
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
陸
軍
陸
地
測
量
部
の
士
官
が
撮
影

し
た
雪
中
行
軍
遭
難
と
捜
索
過
程
の
写
真
が
、
天
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皇
の
「
叡
覧
」
に
供
さ
れ
て
い
る
（
第
４
章　

美

談
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
）。
そ
の
な
か
に
は
死
ん

だ
興
津
景
敏
大
尉
を
介
抱
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

寄
り
添
い
死
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
同
大
尉
の
元
従

卒
軽
石
三
蔵
二
等
兵
の
最
期
の
姿
の
写
真
が
含
ま

れ
て
い
た
。
軽
石
の
写
真
は
、
派
遣
さ
れ
た
測
地

測
量
部
の
士
官
が
、
現
場
と
は
離
れ
た
哨
所
で
再

現
し
て
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
興
津
景
敏
大
尉

の
傍
に
倒
れ
て
い
た
兵
士
は
、
実
は
軽
石
で
は
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
な
が
ら
、「
元
従
卒
」
と

い
う
軽
石
の
立
場
ゆ
え
に
、「
上
官
」
に
最
期
ま

で
従
う
部
下
と
い
う
美
談
を
語
る
図
像
と
し
て
表

象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
日
清
戦
争
に
お
け
る
戦
利
品
と
将
校
以
上

の
戦
死
者
の
姓
名
を
記
し
た
簿
冊
を
収
蔵
す
る
宮

城
内
の
施
設
・
振
天
府
に
、
遭
難
者
の
銃
が
献
納

さ
れ
た
（
第
４
章
）。
こ
の
銃
は
、
天
皇
か
ら
与

え
ら
れ
た
武
器
を
、
遭
難
の
な
か
で
も
大
切
に
扱

い
軍
隊
の
秩
序
を
最
期
ま
で
守
っ
た
兵
士
の
「
美

談
」
を
語
る
モ
ノ
と
し
て
天
皇
の
も
と
に
送
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、こ
う
し
た
美
談
化
の
過
程
に
お
い
て
、

顕
彰
の
政
治
と
見
世
物
的
メ
デ
ィ
ア
を
消
費
す
る

大
衆
の
欲
望
と
が
接
合
し
て
い
く
。

一
九
〇
六
年
七
月
に
遭
難
場
所
で
あ
る
馬
立

場
で
除
幕
さ
れ
た
遭
難
記
念
碑
に
も
、
顕
彰
の
政

治
と
、
出
来
事
を
可
視
化
し
よ
う
と
す
る
想
像
力

の
重
な
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
第
５

章　

仮
死
の
記
念
碑
）。
児
玉
源
太
郎
の
方
針
で

は
、
記
念
碑
は
、
官
費
を
も
っ
て
建
立
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
官
費
の
利
用
は
適

当
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
、
陸
軍
将
校
た
ち
の
義

捐
金
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
、
ド
イ
ツ
で
彫
刻
を
学

ん
で
い
た
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
の
技
師
に

よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
。

銅
像
は
最
初
に
発
見
さ
れ
た
後
藤
伍
長
が
「
雪

中
ニ
佇
立
シ
テ
善
ク
大
任
ヲ
全
フ
」
し
た
姿
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
た
。こ
の
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
は
、

聯
隊
に
報
告
し
救
助
を
求
め
よ
、
と
い
う
上
官
の

神
成
大
尉
の
命
令
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
と
い

う
。
そ
れ
に
よ
り
記
念
碑
は
、
厳
寒
の
過
酷
な
状

況
と
、
い
か
な
る
場
合
も
上
官
の
命
令
を
遵
守
す

る
と
い
う
軍
紀
の
重
要
性
を
語
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ

の
記
念
碑
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
陸
軍
の

解
体
に
よ
り
大
蔵
省
に
移
管
さ
れ
、
さ
ら
に
浜
舘

村
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
。
一
時
期
、
荒
廃
し
て
い

た
と
い
う
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
青
森
市
の
財
産

に
な
り
、
一
九
六
二
年
の
六
十
周
年
記
念
式
典
を

き
っ
か
け
に
再
整
備
さ
れ
、
高
度
成
長
期
に
な
る

と
、
八
甲
田
山
の
観
光
地
化
に
と
も
な
い
、
陸
軍

墓
地
と
も
ど
も
観
光
資
源
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

三
、「
靖
国
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
顕
彰
と
美
談
化
の
過
程
に

は
、「
慰
霊
」
と
い
う
過
程
が
、
重
な
り
あ
っ
て

い
た
。

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
七
月
二
十
三
日
、

遭
難
か
ら
半
年
後
、
捜
索
本
部
が
置
か
れ
て
い
た

田
茂
木
野
村
で
、
当
時
の
陸
軍
大
臣
・
寺
内
正
毅

と
死
者
の
遺
族
も
臨
席
し
、
神
式
の
吊
魂
祭
と
仏

式
の
法
会
が
執
り
行
わ
れ
た
（
第
２
章
）。
吊
魂

祭
で
は
、
戦
争
で
軍
隊
が
戦
死
者
を
弔
う
形
式
に

の
っ
と
り
、
神
職
で
は
な
く
第
八
師
団
・
立
見
尚

文
中
将
が
祭
文
を
読
み
上
げ
た
。
祭
文
は
、
遭
難

の
原
因
を
あ
く
ま
で
も
「
天
候
一
変
」
と
い
う
異

常
気
象
に
も
と
め
、そ
の
過
酷
な
状
況
下
で
も「
一

片
ノ
丹
心
大
儀
ヲ
忘
」
れ
な
か
っ
た
兵
士
た
ち
の
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ふ
る
ま
い
を
「
戦
時
ト
平
時
ト
ヲ
問
ワ
ス
」、「
国

ニ
殉
シ
タ
」「
帝
国
軍
人
ノ
精
華
」
と
し
て
た
た

え
た
。
遭
難
を
天
災
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
語

り
は
、
遭
難
の
人
災
と
し
て
の
側
面
を
隠
蔽
し
、

兵
士
た
ち
の
死
を
、
国
家
に
殉
じ
た
赤
誠
と
い
う

物
語
／
美
談
に
回
収
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
戦
死
ト
同
様
」
と
い
う
方
針

は
、
最
終
的
に
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
を

含
意
し
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
難
問
と
な
っ
た
。
結

論
か
ら
い
え
ば
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
八
甲
田
山

で
の
遭
難
者
は
、
靖
国
神
社
に
は
合
祀
さ
れ
て
い

な
い
。
雪
中
行
軍
遭
難
と
い
う
出
来
事
の
歴
史
化

の
過
程
を
追
っ
て
い
く
本
書
の
展
開
は
、こ
の「
靖

国
」
と
い
う
問
題
へ
と
収
斂
し
て
い
く
（
第
６

章　

遠
い
靖
国
）。
児
玉
源
太
郎
の
後
任
・
寺
内

正
毅
大
臣
が
、
一
九
〇
三
年
八
月
に
内
閣
に
靖
国

合
祀
の
請
議
を
提
出
し
た
が
、
閣
議
で
否
決
さ
れ

る
。
残
さ
れ
た
文
書
資
料
に
よ
れ
ば
、
先
例
が
な

い
、
先
例
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
ま
ず

指
摘
さ
れ
、
次
に
あ
く
ま
で
も
職
務
中
の
遭
難
死

で
あ
り
「
戦
死
」
で
は
な
い
と
い
う
祭
神
と
し
て

の
資
格
が
問
わ
れ
た
と
い
う
。
特
に
後
者
の
議
論

で
は
、
戦
時
で
の
死
と
い
う
外
形
に
こ
だ
わ
る
議

論
と
、「
尽
忠
報
国
」
の
精
神
、
軍
紀
を
守
る
規

律
遵
守
と
い
う
精
神
的
な
側
面
を
主
張
す
る
議
論

が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
た
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
合
祀
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
あ

い
は
、
靖
国
神
社
そ
の
も
の
が
、
東
京
招
魂
社
が

祀
る
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
と
、
京
都
の
霊
山
官
祭

招
魂
社
が
祀
る
維
新
の
志
士
と
が
合
祀
さ
れ
て
成

立
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
死
と
い
う
外
形
的

基
準
と
、
国
に
報
い
る
忠
義
の
精
神
と
い
う
内
面

的
な
基
準
と
を
合
わ
せ
も
つ
と
い
う
二
重
性
を
抱

え
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
と
分
析
す
る
。

そ
し
て
こ
の
二
重
性
の
な
か
に
「
靖
国
」
と
い

う
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
胚
胎
す
る
。
雪
中
行
軍
遭
難

死
者
た
ち
は
靖
国
に
合
祀
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
語
ら
れ
た
「
出
来
事
」
の
ま
わ
り
に

は
、
新
田
次
郎
の
小
説
を
は
じ
め
、
死
者
た
ち
が

靖
国
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
と
い
う
物
言
い
が
ま
と

わ
り
つ
い
て
い
る
と
い
う
。
確
か
に
、
早
い
時
期

か
ら
「
戦
死
ト
同
様
ニ
」
と
い
う
理
屈
が
前
景
化

し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に

し
た
事
実
誤
認
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
本
書
は
、
そ
こ
に
、「
靖
国
」
と
い
う
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
を
読
み
と
り
、「
こ
の
靖
国
神
社
合
祀
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
、
単
な
る
事
実
誤
認
で
は
な

く
、
遭
難
事
件
を
め
ぐ
る
人
々
の
記
憶
に
お
い
て

こ
そ
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」（
二
一
二
頁
）
と
問
う
。
こ
の
合
祀
の
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
は
ま
た
、
遭
難
死
し
た
兵
た
ち
の
幽
霊
が

聯
隊
に
出
現
し
、
聯
隊
長
が
、
厳
冬
期
の
軍
装
が

大
改
革
さ
れ
た
の
で
、
お
前
た
ち
の
死
は
無
駄
で

は
な
い
、
戦
死
者
と
同
等
に
扱
わ
れ
靖
国
神
社
に

合
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
言
い
渡
し
て
い

ら
い
、
幽
霊
が
出
な
く
な
っ
た
と
い
う
、
最
近
ま

で
語
ら
れ
て
い
た
怪
談
話
と
重
な
り
あ
っ
て
い
く

と
い
う
。
本
書
は
、そ
う
し
た
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
、

「
民
衆
自
身
に
よ
る
」「
民
俗
誌
」
と
し
て
位
置
づ

け
る
。

　
「
…
…
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
歴
史
的

事
実
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
あ
る
出
来
事
を
め
ぐ
っ
て
語
ら
れ
る

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
は
、
出
来
事
に
対
す
る
一
種
の

歴
史
認
識
で
あ
り
、
歴
史
叙
述
だ
ろ
う
。
民
衆
自

身
に
よ
る
、
八
甲
田
山
雪
中
行
軍
遭
難
事
件
と
い

う
近
代
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
「
民
俗
誌
」
と
も

い
え
る
。」（
二
一
四
頁
）
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こ
の
一
節
が
、
本
書
の
な
か
で
「
民
俗
誌
」
の

意
味
が
比
較
的
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
も

あ
る
。

四
、「
歴
史
実
践
」
へ
の
視
線

最
後
に
、
本
書
に
お
け
る
こ
の
「
民
俗
誌
」
と

い
う
態
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
ま
え

が
き
」
に
は
、
長
大
な
「
註
８
」
が
付
さ
れ
、
そ

れ
が
本
書
を
民
俗
学
に
接
合
し
て
い
く
重
要
な
仕

掛
け
に
な
っ
て
い
る（
二
七
～
二
九
頁
）。し
か
し
、

本
書
に
お
け
る
「
民
俗
誌
」
が
、
ど
の
よ
う
な
方

法
／
態
度
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
の
註
は
親
切
に

語
っ
て
は
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
死
者
の
慰
霊

や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
儀
礼
、
見
世
物
や
芸
能
、
そ

し
て
説
話
な
ど
、
従
来
の
民
俗
学
が
対
象
と
し
て

き
た
事
項
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、「
民
衆
自
身
に
よ
る
」「
民

俗
誌
」
と
し
て
の
、
怪
談
を
含
め
た
「
靖
国
」
を

め
ぐ
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
対
象
化
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
註
８
」
は
、
民
俗
学
に
は
、
二
つ
の

異
な
る
「
民
」
と
い
う
主
体
を
志
向
す
る
傾
向
が

あ
る
と
指
摘
す
る
。
ひ
と
つ
は
文
化
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
通
し
て
「
国
民
」
と
い
う
主
体
を
構

築
し
、
一
方
で
権
力
者
に
抵
抗
／
対
抗
す
る
健
全

な
「
民
衆
」
と
い
う
主
体
を
構
築
し
が
ち
だ
と
い

う
。
構
築
さ
れ
る
「
国
民
」
は
称
揚
と
排
除
の
力

学
を
は
ら
み
、
抵
抗
す
る
「
民
衆
」
像
は
、
往
々

に
し
て
研
究
者
自
身
の
欲
望
の
反
映
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
怪
談
話
や
う
わ
さ
話
の
み
を
と
り
あ
げ

権
力
に
対
抗
す
る
「
し
た
た
か
」
な
「
民
衆
」
像

の
み
を
実
体
化
す
る
の
で
は
な
く
、
殉
国
の
勇
士

を
慰
霊
・
顕
彰
し
て
い
く
実
践
も
同
等
に
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
、「
本
書
は
こ
の
よ
う
な
視

点
か
ら
遭
難
事
件
の
民
俗
誌
を
記
述
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
」（
二
九
頁
）
と
い
う
。

こ
こ
で
い
う
「
民
俗
誌
」
と
、
先
の
「
民
衆
自

身
に
よ
る
」「
民
俗
誌
」
は
ど
の
よ
う
に
切
り
結

ぶ
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、そ
れ
に
つ
い
て
、は
っ

き
り
と
提
示
し
て
く
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
い
さ
さ
か
不
親
切
な
「
民
俗
誌
」
を
、
日

常
に
お
け
る
歴
史
語
り
の
あ
り
よ
う
を
叙
述
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
と
ら
え
た
と

き
、
私
た
ち
た
ち
は
そ
れ
を
、
口
承
と
い
う
問
い

に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
態
度
と
し
て
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
従
来
の
口
承

文
芸
の
領
域
に
ひ
き
つ
け
る
な
ら
、「
伝
説
」
と

い
う
問
題
系
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

特
に
最
近
の
伝
説
研
究
は
、
語
ら
れ
表
象
さ
れ
る

伝
説
を
通
し
て
、
人
々
が
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
意
識
化
す
る
の
か
を
問
う
傾
向
を
鮮
明
に
し

て
い
る
（
小
池
淳
一
ら
を
中
心
に
企
画
さ
れ
た

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞　

特
集　

創
ら
れ
る
伝
説
』

七
〇
巻
五
号　

二
〇
〇
五
を
参
照
の
こ
と
）。
そ

し
て
、本
書
が
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
「
美
談
」

も
ま
た
、
時
代
の
な
か
で
称
揚
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
「
伝
説
」
を
生
み
出
す
歴
史
語
り
の
名

称
の
ひ
と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
過
去

を
語
り
歴
史
化
の
作
業
を
く
り
か
え
し
、
あ
く

ま
で
も
歴
史
的
事
実
を
前
提
と
す
る
歴
史
学
者
が

語
る
歴
史
と
は
異
な
っ
た
「
歴
史
」
を
生
み
出
し

て
い
る
。
そ
の
営
み
を
、
歴
史
家
・
保
苅
実
が
導

き
だ
し
た
「
歴
史
実
践
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に

重
ね
合
わ
せ
て
理
解
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
（
保
苅

実
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』

二
〇
〇
六
）。
保
苅
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
長
老
が
語
る
年
表
的
事
実
と
異
な
る

歴
史
を
聞
き
取
る
こ
と
を
通
し
て
、
歴
史
が
日
常
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の
な
か
で
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
さ
れ
続
け
て
い
く
、

「D
oing H

istory

」
の
過
程
に
着
目
し
た
。
そ
し

て
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
歴
史
語
り
を
、「
神
話
」

や
「
記
憶
」
な
ど
と
名
づ
け
て
相
対
化
す
る
の
で

は
な
く
、
専
門
化
が
語
る
歴
史
学
的
な
歴
史
と
等

価
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
提
起
す

る
。こ

の
歴
史
実
践
と
い
う
問
い
の
地
平
に
は
、
保

苅
の
よ
う
に
一
人
の
人
間
が
語
る
歴
史
を
対
象
化

す
る
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
加
え
、
本
書
の
よ
う

に
あ
る
出
来
事
が
多
様
な
場
で
語
ら
れ
て
い
く
過

程
そ
の
も
の
を
対
象
化
す
る
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場

合
も
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
幾
重
に
も
覆
わ
れ
て

い
く
近
代
以
降
の
私
た
ち
の
日
常
に
お
い
て
、
口

承
の
実
践
の
み
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
や
や
危
う

い
。
む
し
ろ
歴
史
化
の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

デ
ィ
ア
の
な
か
で
、
出
来
事
が
い
か
に
語
ら
れ
表

象
さ
れ
る
か
を
捕
捉
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
ま
さ
に
本
書
が
描
き
だ
し
た
雪
中
行
軍

遭
難
を
め
ぐ
る
歴
史
実
践
の
過
程
が
、
軍
隊
や
中

央
官
庁
な
ど
の
制
度
、
そ
し
て
新
聞
等
の
活
字
メ

デ
ィ
ア
は
も
と
よ
り
、
幻
灯
や
ジ
オ
ラ
マ
、
演
劇
、

映
画
な
ど
の
大
衆
文
化
的
仕
掛
け
な
ど
が
、
互
い

に
重
な
り
干
渉
し
あ
う
な
か
で
展
開
し
、
本
書
が

「
民
衆
自
身
に
よ
る
」「
民
俗
誌
」
で
あ
る
と
し
た
、

あ
の
「
靖
国
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
や
遭
難
死

し
た
兵
士
の
幽
霊
譚
も
、
そ
う
し
た
過
程
と
不
可

分
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
過
程
で
私
た
ち
は
、
国
家
に
よ
る
意
味
づ

け
や
、
見
世
物
に
よ
る
演
出
な
ど
と
共
犯
し
な
が

ら
八
甲
田
で
の
大
量
遭
難
死
の
歴
史
を
語
り
、
同

時
に
「
靖
国
」
と
い
う
価
値
と
意
味
を
、
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
と
し
て
内
在
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
本
書
は
、
日
常
に
お
け
る
歴
史
実
践
が
、

必
ず
し
も
「
靖
国
」
な
ど
の
国
家
の
物
語
に
抗
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
場
合
も

あ
る
と
い
う
事
実
を
つ
き
つ
け
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
日
常
の
歴
史
実
践
を
、
歴

史
学
が
前
提
と
す
る
事
実
と
は
異
な
っ
た
レ
ベ
ル

で
の
「
歴
史
」
が
語
ら
れ
る
過
程
と
し
て
対
象

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
そ
れ
を
こ
そ
、

私
た
ち
の
日
常
に
お
け
る
歴
史
の
営
み
（D

oing 
H
istory

）
と
し
て
見
す
え
る
必
要
す
ら
あ
る
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
歴
史
の
専
門
家
た
ち
が
語
る

歴
史
は
、
こ
の
日
常
の
歴
史
実
践
に
取
り
囲
ま
れ

て
初
め
て
、そ
の
存
在
価
値
を
示
し
得
る
、と
言
っ

た
ら
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

本
書
が
「
民
俗
誌
」
と
い
う
言
葉
で
提
起
し
よ

う
と
し
た
方
法
／
態
度
か
ら
、
日
常
に
お
け
る
歴

史
実
践
と
向
き
合
お
う
と
す
る
「
口
承
」
研
究
や

民
俗
学
の
可
能
性
を
拓
く
射
程
を
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
本
書
第
５
章
に
収
め
ら
れ
た
「
雪
中
行
軍

異
聞
」
は
、
遭
難
の
生
還
者
の
子
孫
を
尋
ね
歩
い

た
記
録
で
も
あ
り
、
美
談
化
と
顕
彰
の
過
程
の
向

こ
う
側
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
生
身
の
人
生
が
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
出
来
事
に
関
連
し

て
、極
め
て
個
的
な
領
域
に
う
ず
く
ま
る
「
歴
史
」

で
あ
り
、
本
書
の
圧
巻
部
分
で
も
あ
る
が
、
こ
の

書
評
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
銅
像
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た

元
伍
長
・
後
藤
房
之
助
は
、
八
甲
田
で
の
体
験
を

語
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
一
方
で
、
子
供
た

ち
に
昔
語
り
を
す
る
こ
と
を
好
み
、
子
供
が
昼
間

に
話
を
せ
が
む
と
、「
昼
に
昔
語
り
を
す
る
と
鼠

が
小
便
を
す
る
」
と
い
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

�

（
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
／
本
体
三
四
〇
〇
円
）

�

（
し
げ
の
ぶ
・
ゆ
き
ひ
こ
／
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）


